
参加型の保育参観 
２月４日（火）、年長「わくわくフェスティバル」

を開催しました。このイベントですが、昨年度まで

は「かいせいにこにこかい」として、クラスごとの

劇あそびを観ていただいていました。しかし、今年

度は形式を変えて、子どもたちが普段の遊びの中で

取り組んでいる様子を知っていただき、保護者の

方々も一緒に楽しい時間を過ごしていただきたいと

の思いから、参加型の保育にしてみました。 

当日は、多くの保護者

の皆さまに園へお越しいた

だき、子どもたちが工夫し

ながら準備をしてきたゲー

ムで遊んだり、丁寧に作っ

てきた商品を買っていただ

いたりしました。子ども

たちは、お母さんやお父

さんと楽しいひとときを

共に過ごせて大変嬉しか

ったようです。「とっても

楽しかった」「また、やっ

てみたい」など、子ども

たちから前向きな感想が

たくさん聞かれました。 

開成幼稚園では、一人

一人の主体的で意欲的な遊

びと集団活動への参加を促

すことで、生きる力の基礎

となる「すてきさん」を育

ててきています。自分のや

りたいことにとことん挑

戦できたという今回の経

験は、子どもたちの自信とやる気につながったこと

でしょう。保護者の皆さまのご協力ありがとうござ

いました。 

年中さんのお話遊び 
 2月 18日（火）、ぞう組によるお話遊び「３匹の

こぶた」（写真上）、20日（木）はうさぎ組のお話

遊び「おおかみと７ひきのこやぎ」（下）を保護者の

皆さまに観ていただきました。 

二つの作品とも、

子どもたちがアイデ

アを出し合って、お

とぎ話の世界をのび

のびと表現していま

した。大きな歌声、

ユニークなセリフ、

大胆な動きなど、表

現遊びのおもしろさ

や楽しさが話の中に

たくさん詰まってい

ました。子どもたちが演じるかわいらしい動物さん

たちに、会場から温かい拍手が送られていました。 

また、子どもたちのお話遊びが終わった後、お母

さん方による「ツバメ」の合唱が披露されました。

両クラスとも、この日のために時間を作って練習を

重ねてこられただけに、美しく心地よいハーモニー

がゆうぎ室いっぱいに広がりました。やりきった思

いからでしょうか、目を赤くされているお母さんも

いられました。 

今回のお話遊びをとおして、子どもたちは全身を

使って表現する楽しさや友達と力を合わせる素晴ら

しさを学んだことでしょう。お話遊びを精一杯楽し

んだ子どもたち、そして合唱を披露してくださった

保護者の皆さま、ありがとうございました。 

ようこそ うさぎさん 
         先日、待ちに待った新しいう

さぎさんが幼稚園にやってきま

した。名前を「ちょこちゃん」と

しました。チョコレート色した

チョコチョコ歩くかわいいうさ

ぎさんということで、うさぎ組 

の子どもたちが命名しました。 

早くも、子どもたちの人気を集めています。 

開成町立開成幼稚園 
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先生が入れ替わった！？ 
開成幼稚園では、８月を除く毎月、その月に生ま

れた子の誕生日を祝う誕生会を実施してきていま

す。（８月生まれの子は９月生まれの子と一緒に９月

に実施）先週 21日（金）、年少の２月誕生会を実施

しました。年長と年中は学年全体で誕生会を行って

きていますが、年少は発達段階を考慮して、原則ク

ラスごとに実施してきています。この日も、クラス

別に２月生まれの子を学級の仲間全員でお祝いしま

した。 

そのあと、この日はち

ょっとしたサプライズを

学年で用意していまし

た。各担任が別のクラス

に行って子どもたちに特

技を披露するというもの

でした。みかん組へ行っ

たゆうこ先生は無色透明

の水がジュースに早変わ

りするマジック①、いち

ご組へ行ったもえ先生は

紙皿に描かれた動物の名

前を言い当てるクイズ②、

そして、ぶどう組へ行った

けいた先生は怪獣が登場す

るエプロンシアター③を子

どもたちに見せました。 

担任以外の先生とのふれ

合いを通して、いろいろな先生に慣れ親しみ、安心

して次の学年に進級できるようにするための意図が

ありました。担任とは一味違った魅力をちょっぴり

感じ取ることができた素敵な時間となりました。 

子どもたちの安全を守る 
２月 20日（木）、開成町町民センターにおいて、

第２回開成町学校・地域安全推進委員会が開催され

ました。この組織は今から 20年前、子どもたちの

防犯と交通安全対策を目的として設立されました。

メンバーは、松田警察署の署員、自治会や婦人会の

代表、交通指導隊隊長、青少年健全育成会会長、幼

稚園・学校職員、PTA会長など事務局も含めて総勢

で 30人ほどになります。毎月１日と 15日の朝、

地域の皆さまにご参加いただいている登降指導もこ

の委員会の事業です。 

この日の会議では、幼稚園や小中学校から提起し

た危険個所について、今後の対応を確認することが

話題の中心でした。開成幼稚園の関係では、どんぐ

り会館南側の花壇そばの段差の解消（左写真）、同じ

く道路と川の境にあるフェンス鎖の改修（右）な

ど、主に５点です。詳しくは、近々掲載予定の町ホ

ームページをご覧ください。皆さまにお願いです

が、危険かなと思われる場所がありましたら幼稚園

までお知らせください。よろしくお願いします。 
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▼
子
ど
も
た
ち
は
、
遊
び
や
体
験
を
と
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毎
日
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
い
つ
も
自
分

の
思
い
ど
お
り
に
事
が
運
ぶ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
時
と
し
て
課
題
や
困
難
に

直
面
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
苦
労
し
な
が
ら
自
分
一
人
の
力
で
乗
り
越
え

ら
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
解
決
の
仕
方
が
分
か
ら
ず
そ
の
場
に
立
ち
す
く

ん
だ
り
、
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

姿
を
目
に
し
た
と
き
、
大
人
は
子
ど
も
の
困
り
感
を
受
け
止
め
、
何
か
し
ら

支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
小
学
４
年
生
で
初
め
て

自
転
車
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
私
は
、
胸
を
躍
ら
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
人

で
乗
り
こ
な
す
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
親
は
休
み
の
た
び
に
自
転

車
の
後
ろ
を
押
さ
え
て
く
れ
ま
し
た
。
父
親
の
支
え
と
励
ま
し
の
お
か
げ

で
、
つ
い
に
一
人
で
自
転
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

体
験
を
通
じ
て
、
あ
き
ら
め
ず
に
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
べ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
▼
明
治
生
ま
れ
の
教
師
で
、
国
語
教
育
の
研
究
家
で
も
あ
る

大
村
は
ま
先
生
の
著
書
『
教
え
る
と
い
う
こ
と
』
（
共
文
社
）
の
中
に
「
仏

さ
ま
の
指
」
と
い
う
説
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
あ
る
と
き
、
仏
さ
ま

が
道
ば
た
に
立
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
一
人
の
男
が
荷
物
を
い
っ
ぱ
い
に

積
ん
だ
車
を
引
い
て
通
り
か
か
っ
た
。
そ
こ
は
大
変
な
ぬ
か
る
み
で
あ
っ

た
。
車
は
そ
の
ぬ
か
る
み
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
男
は
懸
命
に
引
く
け
れ
ど

も
、
車
は
動
こ
う
と
し
な
い
。
男
は
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
苦
し
ん
で
い

た
。
仏
さ
ま
は
し
ば
ら
く
男
の
様
子
を
見
て
い
ら
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
指
先

で
車
に
お
触
れ
に
な
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、
車
は
ス
ッ
と
ぬ
か
る
み
か
ら
抜
け

て
、
男
は
車
を
引
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
男
は
み
仏
の
指
の
力
に
あ
ず
か

っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
。
自
分
が
努
力
し
て
、
つ
い
に
引
き
得
た
と
い
う
自

信
と
喜
び
で
、
そ
の
車
を
引
い
て
い
っ
た
。
』
▼
大
人
は
、
子
ど
も
た
ち
が

成
功
体
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
自
分
の
力
で
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
必
要
な
用
具
や
環
境
を
整
え
、
さ
り
げ
な
く
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

大
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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